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<対策後＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注︓      は交換部品、       は追加部品を⽰す。 
 
 
  
 
 
 
改善措置の内容︓ 

全⾞両、 
（１）ソレノイドを対策品に交換する。 
（２）ソレノイドリード線挿入部の取り付け向きを変更する。 
（３）ソレノイド周囲にカバーを取り付ける。 
とともに、シリコン接着シール剤が未塗布のコネクタにシール剤を塗布する。 

識別︓ カバーの有無で識別する。 

 

カバー 

ショベル・ローダの駐⾞ブレーキにおいて、駐⾞ブレーキバルブへの雨水等の浸入対策が不⼗分なため、ソレノイドリード線挿
入部の隙間から雨水等が浸入することがある。そのため、そのまま使用を続けると、ソレノイド内部に錆が発生して駐⾞ブレ
ーキを解放状態に保持する⼒が減少し、最悪の場合、⾛⾏中に駐⾞ブレーキが作動するおそれがある。 
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